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～食材と作り手の、出会いとあゆみ～

写真／新井由己　協力／南っこ

】編者産生【 回5第

菜種油と山上康弘
山上康弘さん

良い油は、輝くような黄金
色をしているという。

南っこ http://www.minamikko.com/

①焙煎には薪を使う。真夏はとにかく熱くて大変な仕事。
この灰も農業に利用できる。②焙煎の具合は手で確かめる。
天日干しの具合やその日の気候を見て調整する。「どうい
う感じだと良いのかは、うまく言葉では説明できない。経
験だけです」と山上さん。③温めておいた搾油機に菜種を
入れる。このときにも種の様子をよく観察する。④菜種を
つぶして、焙煎の具合や、油の質を確認する。⑤骨董価値
も高いといわれる搾油機。⑥搾った油を濾過する機械。
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